
徳
島
県
規
則
第
四
十
二
号

徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
別
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（

令
和
五
年
徳
島
県
条
例
第
十
七
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
公
文
書
の
例
外
と
な
る
文
書
を
管
理
す
る
施
設
）

第
三
条

条
例
第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

一

徳
島
県
立
文
学
書
道
館

二

徳
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
総
合
セ
ン
タ
ー

三

徳
島
県
立
図
書
館

四

徳
島
県
立
博
物
館

五

徳
島
県
立
近
代
美
術
館

六

徳
島
県
立
文
書
館

七

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館

八

徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館

（
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
廃
棄
に
係
る
協
議
）

第
四
条

条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
（
以
下
「
協
議
」
と
い
う
。
）
は
、
公
文
書
管
理
規

程
で
定
め
る
期
間
以
上
の
保
存
期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
廃
棄
し
よ

う
と
す
る
日
の
九
十
日
以
上
前
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

実
施
機
関
は
、
協
議
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
公
文
書
フ
ァ

イ
ル
等
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
知
事
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
協
議
に
係
る
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
が
歴
史
公
文
書
等
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
実

施
機
関
に
そ
の
旨
を
通
知
し
て
、
当
該
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
を
文
書
館
に
移
管
す
る
よ
う
求
め
る
も
の

と
す
る
。

４

実
施
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
条
例
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

保
存
期
間
が
満
了
し
た
と
き
の
措
置
の
定
め
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
当
該
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
を
文

書
館
に
移
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

知
事
は
、
協
議
に
係
る
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

実
施
機
関
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
意
見
の
付
与
の
方
法
）

第
五
条

条
例
第
八
条
第
四
項
又
は
第
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
付
与
は
、
特
定
歴
史
公
文

書
等
の
利
用
制
限
に
係
る
意
見
書
（
別
記
様
式
）
を
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る

。（
管
理
状
況
の
報
告
の
内
容
等
）



第
六
条

条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
文
書
の
管
理
の
状
況
の
報
告
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

知
事
に
報
告
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
作
成
等
の
状
況

二

保
存
期
間
が
満
了
し
た
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
移
管
及
び
廃
棄
の
状
況

三

研
修
の
実
施
状
況

四

公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
被
災
、
紛
失
等
の
状
況

２

条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
文
書
の
適
正
な
管
理
に
関
し
努
力
義
務
を
負
う
出
資
法
人
）

第
七
条

条
例
第
三
十
一
条
の
規
則
で
定
め
る
法
人
は
、
県
が
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず

る
も
の
の
四
分
の
一
以
上
を
出
資
し
て
い
る
法
人
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
徳
島
県
公
文
書
管
理
規
則
の
廃
止
）

２

徳
島
県
公
文
書
管
理
規
則
（
平
成
十
三
年
徳
島
県
規
則
第
七
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
徳
島
県
公
文
書
管
理
規
則
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
公
文
書
の
管
理
（
管
理
体
制
を
除
く
。
）
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



別記様式（第５条関係）

特定歴史公文書等の利用制限に係る意見書

年 月 日

実 施 機 関 名

作 成 年 度

公文書ファイル等又は刑事

訴訟に関する書類の名称

利 用 制 限 該 当 箇 所 条 例 該 当 条 項 該 当 す る 理 由

文書館記入欄

備考

１ 「利用制限該当箇所」欄は、特定歴史公文書等の利用制限を行う必要がある箇所

が特定できるよう具体的に記載すること。

２ 「条例該当条項」欄は、徳島県公文書等の管理に関する条例の特定歴史公文書等

の利用制限を行う事由が規定されている条項を記載すること。

３ 「該当する理由」欄は、特定歴史公文書等の利用制限を行う必要がある理由を具

体的に記載すること。


